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Abstract

This paper describes RF Automatic Level Control (ALC) system used for RF Power Supply of the KEK 20 MeV 

Injector Proton Linac in order to improve the stability of RF level in the Tinac tank. The system consists 

of a main circuit module of ALC, a D/A converter module, a RF power detector and a sample and hold module.

The detected signal of the tank RF level is fed to the screen grid of the driver amplifier (RCA-4616 super

power beam power tube). The stability of the tank RF level is approximately 1.4 % with and 3.6 % without the 

RF-ALC system respectively.

§ 1 序

К E K  p  r o t  o n  L ； n ^ c  .の R F レペル /f 主 に iflガ 墙 （R C A - 手 の エ ー ジ ン グ  

不足や名 /1C に !：リ不奋金Лこ7Я と艺ク親象 ^ 生 じ て 、、汔 办 遂 权 、和に R F レベルの卜リフ卜  

ガ生じ喑間的丨こ安知丘し反。 こ水、 改 善 す 3 た め 高 周 波 食 钿 判 梆 装 重 （R F ^ A L c ) が 声 ; I丄 
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本装霞 R F 一A しС は К  e k  z  о  М е т  P r o t o  n L iK ^ c  Л タンフのR F レベノレを一走/こ 

後ったぬに製作丨ざ溆たものГ 关ソノ K P - A L じ ® 設电した基擎レベルг：、R F レべ/игШіь

F  i に ; た拿ら f c R P ゲんテム I本 ノ 傲 爱 ガ 礓 デ ！潘 ，中，E カ蟢幅繕ノ文電 

カ邊愧卷方& 樣 成 1 丸ノ中電力 )І Ш І / 大嚷カ邊幅變成 2 系氣丨讀め！К  / 他雹力 i t 嗎播， 

宁奄カ遍愼發は效段■ 幅勝に存ってい 5 ) , そФ 汜ガぼタンクю в т ^і H W ,  t rv- A  Щ г̂ 

摘 儐 に 2  И 笱 U t  /如讲句以上で茨う。

e の г うな々设迠犓器では名電溆友隹免 t e すШ の 费 で 电 存 把 か を 得 ろ ベ I が 

困凝でѢ う。救 フ て ，F I  I ，1 の如く  У > 7 の R卞レベノレ良通m 错氛 \曼婦落すうて匕に  

よリノ受 电 在 r  p レベル /Й І 4 Л よう i i したもの t m 。
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§ Z 樣爲お占が犄I

东装霍の樣成はRF-A L G 本係とW A コン/ぐーグ芑ジュールがУ成フて、、う。 F !  ̂• 
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Cohtlro 11 e h あЦ Л /廿 о ?靜 € r 亡e たオ彡構成さ农ろо
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ザ В从 付 社 化州尸f y / ゼM 、iT様 成 ざ水てい る …
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本教籩の機能は R F -  A  L C 本係Г 雜 コ ン /ぐ一f  しのZ つ丨z 令けら:Н  Р Ц  • Z

に眾して次? な。

R F - A L C 多 体 は 7 ナロデ人力をディ， クルに查換 I 比缺_ 窘备行# う 々 а д コン 

パータる，ュー儿は R F - A L C 本碎のディV グ ル を 赘 け / ア ナ 口 デ に 变 續 L 埽運^ R  F  

システ“ にがげ5 省のである I
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R F レべ4 ノレはアナログ、耆て、、ノ R F - А Ю 本 体 丨 て 入 ガ さ 淑 ：：のR F レベルはコニ/く 

レ- ヴで上P&參友丨各下限基越t てレ) るП ビЛ がt ヒ缺i 狀うл 入力;f 彀电で水たレべ/しソ 

ミす7 の竅面に入フてお水ぼ4A/fe - 4  t i ンべー f で7 そル入卜レインIこ！:硬さ丸る。 へ0 ノレ 

ストレインГ М  V ノ 4,  № ,  2 0 の 5 段僧 R 平均で令ノ平均僅 /]4ランチ畫卷ワТ ッ +亡氽  

るо ラѵ & さ水拦イ# 署 it^/A -  І コンべ一ヲt m x) # i作 I 件 I しこ入木て添るセッティ 

レグ1レ べ ノ し に る 。 加食亡丸记倍号は^、/ 〜分傷奢で4ゲインのコン卜а — 儿が出I  

及教さ灰ノ R F シ ん ラ ム の 蜜 殼 电 亡 机 う ；Г 7 t  у  I  ШШ iz tn$Z  

к ^  , 再 灰 А /ぞ変後後ペルス卜レイン丨本トフ//4 コンパ:' 一Л ジュ 一 /レ/こ紙送で水う0 

Щ Ж і Ш г / < ^ ^ 卜レインはカウング玄愈つラッ夺ざ狀ソЩ К Т І  ロ Г  /г食襖:^水ノ錢 

衝禮修错戈氮リ； シ又г ム免の漱か營+ 占/ぶの又クリンブ、ウゲドに加七5 丸る。 こ 

の又クV ンゾつプドを# I鄉すЪ Z Ъ/てぶづてR F レべ/レをー电にす5 こг ガ1淑 來 う ン 篆 

にノ入逬わの氦1 防土用、} ミプタП Р のミ又マッ4 f c 古名敎ベ /レんの放電で咏R F - А し 

с 炷韌作停止叱г 連緣敗鼇の遏会 Iこゥみ# 土す3  ̂ ь 尽櫞 І Ш р - А しG 本钵 h i組サ込ん 

で鸢る .

% 午 結 誠

R F の电常遲輕ではR卞レべ;uがタるサが/こ电イt するH 本RF-/VLじ% Щ \ ) ЪこГ  

(z p  フこ К F の令电楸 Ь ѣ  ьо Ъ z x ，r ^ ^ J t .  F l ¥ . 3 は尺 p—a l  с oh/ x, o f f  でり 

R P レベル喪翁®樣+备氛してい5、 タンクВ F レベルの凌7史灰体R P—/U  С 0陶為  

#  / Ф %  Г  t ? 1) ,  O F F の鳴电炫3 、6  %て'̂ 、 しがしノグンクフドリフ卜#エーフ4冷 

Г の潘泉/ニよってJ i破數がt 、) フトす5 ので本К P - A L с 抑 Г  I t不兔# で周致̂  к Ш х\ 
鄉装f  I 務Жす3 こг  Ы 孝t  о , 純 テンク<0周錄自讀細# 装置はS下製徐中て匆
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